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北海道医療大学での就職支援プログラムの実施報告書 

 

【事業名】 

発達障害的特性の高い学生への就労支援プロセスの社会実装 

【事業内容】 

学生向けの就職支援プログラムの実施 

【趣旨】 

 発達障害的特性の高い学生への支援に対して大学では対応への困り感を感じている現
状であるが、学生自身の困り感の整理や自己理解を深めるところから卒後を見据えた「働
く」に対しての就労プログラムの提供実績がなかった。そういった現状から学内での就労
プログラムの予算化の難しさがあった。本事業は費用を掛からない形で就職支援プログ
ラムの実施・実績を作り、学内での次年度以降の予算が確保しやすくするための促進的活
動として実施した。 

 

【対象大学】 

北海道医療大学 学生支援課 

【参加対象】 

 北海道医療大学 学生 学生支援に携わる職員または教員 地域の就労支援機関 

【実施日】 

第一回目：2024年 10月 25日（金） 17:00～18:20 

第二回目：2024年 11月 15日（金） 17:00～18:20 

【実施形態】 

   ＺＯＯＭを用いたオンライン講座と当日参加できなかった方のためにオンデマンド配
信を実施。 

【就労プログラム内容】 

プログラム名：就職を意識したコミュケーション養成講座 
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（チラシ） 
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（第一回目） 

昨今の就労事情、セルフチェックによる困り感整理、認知行動療法を用いたストレスマネ
ジメント講座、外部支援機関の紹介、働くにあたっての心構えについて講義した。 

困り感尺度を用いて、学生自身で困り感をセルフチェックするワークを用いた。困り感
を A・B・Cで分類した。それぞれの対処や困り感をチェックし、A・B・Cに分類し、学生
自身が困り感を整理することが狙いであった。また、事前に学生からの質問を募集し、回
答する時間を設け、現時点の具体的な困り感についても助言を図った。 

 最後に、学内・学外の相談先を提示した。相談する際の心構えも伝えることで、より効
果的に相談へ繋がることと、今回の講座では相談先の部署や支援機関も参加しており相
談へのハードルを下げることに繋げた。 

 

（困り感尺度についての資料スライド一部抜粋） 
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（感想） 

・今回、ガイダンスに参加させていただき自分自身の特徴や困りごとについて改めて見直

すきっかけになったと感じています。自分自身の困りごとや特徴について相談できる機会

や人を増やしていきたいと思いました。 

・講義内で自己診断チェックシートをやったところ、私は Cの困り事が大きいと分かりまし

た。今後は講義のアドバイスを活かして生活を改めたいと思います。本日はありがとうご

ざいました。 

・公認心理士の方のお話が聴けるということで、非常に楽しみにしていました。実際新しく

知る自分のことが多くあり、有意義すぎる時間でした。参加できてよかったです。次回も

講義の都合が合えば是非参加したいです。 

・自分の認知心理を振り返り、どう付き合っていくのかを考えることができた 

・ストレス対策についてはすごく良いところだと思います。先生の視点で就職について紹

介していただいて、就職について注意点を少し分かりました。有り難うございました。 

・本日は講演会前の予定が予想以上に伸びてしまい、ほとんど参加することができずせっ

かくの機会を上手く活用できなかったと残念な気持ちがある。ただ、途中からではある

が、自分の困り感について自覚していくことや働くための心構えについて知っておくこと

が必要ではないかと思った。 

・チェックリストをつけた時に Aが一番多く自分は音によって注意がそれやすいタイプな

ので生活リズムをもう少し意識してみようとおもいました。ありがとうございました 

・自分の困りごとを可視化できたので、以後記載されていた対処方法を意識して行ってみ

たいと思います。 

・困りごとを自分で把握することで、解決する道筋を立てられることが分かりました。 

・自分では気づいていないじぶんの特性について気づくことができました次も参加してみ

たいと思います。 

・自分の困りごとのきっかけを知るために、傾向を知ることが大切だと感じました。 

・困った感のアンケートでは、自分の普段の癖や無意識に感じていることについて認識し

て、自分のことを客観的に分析できたので、次回の講習では自己分析を深めつつ自分なり

のストレス対策や対処方法を考えていきたいと思います。 

・気付きがあった。 

・就職活動に対する不安ばかりに注目していましたが、日々の生活が不安の原因になって

いるのかもしれないと感じました。なので、これからは少しずつ日々の生活も見直してい

きたいと思いました。今回のガイダンスで新しい視点を得ることができたと思います。次

回も参加したいと思いました。 
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（第二回目） 

前段として札幌新卒応援ハローワーク様に登壇していただき、役割や利用方法を説明し
ていただいた。 

そこから、認知行動療法を用いた問題解決についてのワークを行った。問題解決を図る
ための手順を伝え、練習として例題を提示し、参加学生に解決策を求めた。発表の仕方は
Googleフォームに入力し、スタッフ側が読み上げて全体に共有した。 

最後に、就労ピラミッドを用いて、働くためには必要な要素を整理し、就労準備性を高
めるための大事なところを伝えた。 

（当日の資料スライドと Googleフォームの回答を一部抜粋） 
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解決策について、下記記述欄に書けるだけ、書いてみてください。
※書いた内容はあとで全体で共有いたします。共有しても良いものをお書きください。

怒られると思いますが、と宣言してから、説明する。

上司の方に、「データを消してしまいました、申し訳ありません。」と謝罪したうえで、間
違えてしまった課程について説明し、いつまでにデータを復元するという改善案を提案し、
その過程で分からないことがあった際のサポートをお願いする。

・まずは、バイト仲間に相談
・仲間に怒られにいく背中をおしてもらう

とりあえず上司に謝罪する
伝えたいことを紙に書く
同僚に相談する
パソコンで検索してデータの復元を試みる
上司の機嫌が良さそうなときに伝えに行く
優しい上司に伝えに行く

とにかく申し訳なさそうにという態度を意識しつつ簡潔に報告する
下手にいじるとバックアップが飛びそうなのでいじらないでデータが消えたという現象を報
告する
戻るボタンを押してみる
バイトをその日で辞める
一旦リラックスしてみる
同僚に似たようなトラブルがあったかどうか聞いてみる
マニュアルを探してみる

一晩寝て、考える。

ましな方
・緊張してでも速やかに素直に伝える
・ある程度考えてから伝える
・ゆっくり考えて伝える
・データに関連するものが残ってないか遡る
駄目な方
・適当なデータを入力して誤魔化す
・逃げる
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（感想） 

・実際に利用したくなったときに利用しやすい札幌にあるハローワークの紹介や、解決策

の出し方について学びました。実生活に活かせる知識で今後役立つと確信しています！他

の方の解決策も共有していただいたことで視野の拡大にもなりました。ありがとうござい

ました！ 

・まだ二年生だし、医療関係だから関係ないかなと思っていたが、未来の幅を広げるため

に参加させていただきました。面接のときに自分の魅力を伝えられるように、今から自分

のことをもっと知ろうと思いました。ありがとうございました。 

・今回のようにストレスの対処の仕方について考えることがなかったので興味深く感じま

した。 

・自分の持てる能力を発揮するためには土台となる就労意欲や健康管理が重要となるこ

とがよくわかりました。この機会に食生活や睡眠を見直したいと思いました。 

・ハローワークのお話を聞き、「あなたは 1人じゃない」と言葉を頂けたのが嬉しかったで
す。1人で悩まず、相談してもいいんだと思えて気持ちが楽になりました。私自身まだ就
職活動はしていないので、今から不安でしかないですが、今日学んだことを思い出して就
活頑張ろうと思いました。また、池田先生のお話でストレス対処と問題解決の仕方を学び
ましたが、私は逃げるという選択肢をしがちなので、私だけじゃないんだなと思いました。
解決方法が色々あるんだなとわかりました。楽しかったです！ 

・問題解決について学ぶことができた。 

・就職活動で発生するであろう問題、その解決策を知ることができて少し心に余裕ができ

ました。 

・ストレスのダムの例えがあったり、ハローワークは実は就職後も利用可能であるという知

らない知識があったりして、新鮮な気持ちで学ぶことができました。自身の既存の知識と

は違っていた事実や考え方も知ることができ、視野が広がり、自分の知識が深まったと感

じました。ためになるお話をありがとうございました。 

・学生が利用できるハローワークがあるということを初めて知ることができた。支援の内

容もとても豊富でぜひ活用してみたいと思った。なかなか相談しに行くということが勇気

のあることだなと思ってしまいがちだが、学校の中の相談室にも訪れてみたいと思った。

また、問題解決策に関しては、効果的か実現できるかを考えて思考を狭めてしまうことが

多いと思ったが、視野を広げて考えることでさらに考えが広がることを実感した。まずは

自由に思いつくままに考えてみようと思うことができた。最後のお話では、自分の力を発

揮するためにはまず土台がしっかりしている必要があると学べた。睡眠に関しては思い当

たる節があるため気をつけようと思った。 
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（まとめ） 

1回目、2回目共に予定の参加人数よりは若干変動があった。当日、予定があって参加
できない学生や授業が延びて参加が難しくなったという理由があった。そのため、録画し
た動画をオンデマンド配信にて共有した。オンデマンド配信では学生支援に関係する職員
も視聴していた。大学側は「どれくらい学生が参加するのか、またどういった学生が興味
を持つのか、学生のニーズや困っている学生がどのくらいにいるのかキャッチアップした
い」という目的から、広報は大きく周知した。 

1回目は困り感を整理と相談する先を提示することで、学生の相談するハードルが下が
ったことを狙った。自分の困り感の整理とそれに対する対策を学べたことが大きかったと
いった感想が多かった。漠然とした不安や困り感はあるものの、そこを整理できておらず
「何を相談すべきか。何をやっていくべきか」と道筋を立てることへの困難さが潜在的に
あると考えられる。受講後のアンケートでは、参加学生の大多数は満足度が高く、気づき
があったという結果であった。一回目の講座では不安の解消につながったと思われる。 
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2回目は全体の出席率は下がっていた。2回生が多く参加したのが特徴的ではあった。こ
ちらも当日参加が難しい学生に対しては、オンデマンド配信にて後日視聴を行った。 

札幌新卒応援ハローワークの担当者の方に登壇していただき、利用方法やサービスを
紹介していただいた。実際に、そこで相談対応している担当者の方と画面越しで会えるこ
とで、人となりいった情報を得て、学生は相談するハードルが下がったと感想から多くあ
った。学内の相談窓口に行くことですら学生にとっては勇気がいることも一部感想からあ
り、相談に繋がるためのきっかけ作りといった効果があると考えられる。 

 後半は、就労の心構えについて就労ピラミッドを用いて説明し、その中で就労意欲と健
康管理といった土台を固めておくと、その後の就労に有利であることを強く伝えた。健康
管理からストレスのダムモデルについて講義し、自己の認知を整理することや他の方の認
知を知るワークを行うことで自分を知ることに繋げた。また、問題解決法の手順を共有
し、例題を提示し練習ワークを行った。Googleフォームを用いて、匿名性を担保した状態
で、全体で意見交換をする場面を設けた。間接的ではあるものの、学生間での意見交換が
でき、また活発に行われた。「同じ回答があって、自分だけじゃないと思えて安心した」「自
分にはない回答があって発見があった」といった感想があり、安心感を得ることや新たな
発見に繋がった。生活リズムに関しても見直しのきっかけになったといった感想もあった。 
講座終了後に大学の相談窓口を訪ねる学生が増えたといった効果が見えた。 
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（次年度について） 

 今回の試行的に行ったことを実績とし、次年度の打ち合わせを北海道医療大学と行っ
た。次年度の講座実施する流れで講座内容・回数・形態・時期と見積りについて検討した。
最終的には見積書が通り、次年度も講座を実施の見通しとなった。 


